
 

 

 

 

 

 

 

知ってる？日本の食料事情 食から日本を考える。ニッポンフードシフト！！ 

～餃子から日本を考える。「餃子会議」本格始動～ 
 

農林水産省は、食と農とのつながりの深化に着目した国民運動「食から日本を考える。ニッポンフードシフ

ト」を展開しています。今年度から身近な食である「餃子」をテーマに加え、餃子と餃子の食べ方から我が国

の食をめぐる課題等について、ともに考えるきっかけを創出する情報発信企画として「餃子から日本を考え

る。」を推進しています。 

この度、施策の一つとして立ち上げた、餃子を囲んで日本の食について考える「餃子会議」が本格始動し、

家庭での内食と、総菜等としての中食、外食といったあらゆる食シーンで、「餃子」の食べ方を楽しみながら、

日本の食について考えてもらう活動を展開しています。 

 

◆「餃子会議」とは 

「ニッポンフードシフト」では、特に次世代を担う Z 世代に向けて、身近な食を取り上げ、その背景にある

日本の食や農をめぐる事情や課題について考えるきっかけとなるように昨年度から「カレーから日本を考え

る。」、本年度からは「餃子から日本を考える。」を官民協働で取り組んでいます。 

餃子や餃子の食べ方から日本の食に関する課題について分かり易くひも解いた動画や、餃子を題材にしたラ

ップ動画を配信しながら、Z 世代を始め、より多くの国民の皆様に日本の食や農への理解と共感・支持を得る

ためのきっかけづくりを推進しています。 

◆「餃子会議」の新たな取組 

 (1) 「『餃子』の食べ方 47」の強化 

 (2) 新企画「食から交わる『餃子会議』」の動画を配信 

(3) 新企画「すべては餃子になる餃子レシピ」を公開 

 (4) 推進パートナーとの連携プロジェクトの強化 

◆なぜ「餃子」なのか？ 

 昨年度の「カレー」に続き、親しみやすく、私たちの食生活に身近な存在である「餃子」をテーマに加えま

した。 

「餃子」は、多彩な食材が使用されるだけでなく、外食や総菜等の中食、家庭での内食のあらゆる食シーンに

幅広く馴染み、また、地域ごとに特色のある餃子も誕生しています。餡に使用される具材は、野菜、豚肉、魚

介類等が一般的ですが、国産の食材や輸入に頼らざるを得ないもの等、一つひとつの食材の背景から我が国の

食や農をめぐる諸課題を垣間見ることができます。 

 また、餃子を包む皮については、国産小麦や米粉の利用拡大が期待されており、さらに何より、ご飯のおか

ずとして米の消費拡大も期待されます。 

＜参考：ニッポンフードシフトとは＞ 

我が国では食の外部化・簡便化が進む一方、食と農との距離が遠くなり、農業や農村に対する国民の意識・

関心は薄くなっています。こうした状況を踏まえ、日本の食の未来を守るために、消費者と生産者が一体とな

って自分たちの課題と捉え、国産の農林水産物を積極的に選択するといった行動変容につなげていく必要が

あります。そのため、「食から日本を考える。ニッポンフードシフト」をスローガンとする国民運動を展開し、

Z 世代と呼ばれる未来を担う若者たちを重点的なターゲットとして、食と環境を支える農林水産業・農山漁村

への国民の理解醸成を図るための情報発信等に官民協働で取り組んでいます。 

※詳細は農林水産省 HP ⇒ https://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/anpo/240111.ht 
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株式会社中原工業の中原友春代表取締役（以下「中原

代表」）は、農業に参入するため 2021年に出身地である

伊奈町でＮＫファームを設立し、トマトをビニールハウ

スで栽培している就農３年目の認定新規就農者です。 

農業に参入したきっかけは、仕事で伊奈町役場を訪れ

た際に「農業の担い手が減っている。荒廃農地を利用し

てもらえないか。」との相談を受けたことや、取引のある

銀行からの勧めがあり、農業は未経験で不安はあったが

地元のために何とかしたい気持ちが強かったこと、本業

である建設業を定年退職した社員の再雇用の場としての

活用や、ハウスを活用した作物栽培は雨天の日でも仕事

ができるのではないかと考え、農業に乗り出すことを決断されました。 

資金調達では、銀行の支援を受けられたものの、町から相談のあった農地に予想以上に多くの廃棄物

が放置されており、その処理や、施設等への初期投資が多額だったことから苦労されましたが、一番の

問題はトマトの栽培技術がなかったことでした。幸いにも、トマト栽培ユニットを購入した農機具メー

カーから技術的な指導を１年を通じて受けることができ、現在は自分達だけで栽培することができるよ

うになりました。 

美味しいトマトを収穫することができ、農業に手ごたえを感じている今、販売面では町内にある３カ

所の直売所を主に、地元スーパーとインターネットによる販売に加え、トマトジュースやトマトソー

ス、トマトケチャップといった加工品も手掛けています。また、今年はトマトを栽培している農地に隣

接した荒廃農地を活用してさつまいもを栽培し、小学生の収穫体験を計画しています。中原代表は、体

験をしてもらった小学生が一人でも多く地元に残り就職してもらえれば、地域社会の担い手不足の解消

になり、伊奈町を活性化できるのではないか、その一助になれればと

考えています。 

 今後は、「バラの町伊奈町」をアピールするために食用ばらの栽培

や、購入者からの「他の野菜はないの」との声に応えるために離農者

の農地や梨園を借り受け規模を拡大することを視野に入れています。 

最後に、新たに就農を目指す人へ、「販売先をしっかり確保するこ

とが大事。労働生産性などを考えた経営手腕が必要。」とのアドバイ

スをいただきました。まだまだ「農業の魅力」と「伊奈町愛」の話し

が尽きない中原代表でした。 

 

ポット栽培で中玉トマトを生産 
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～地域に貢献するため 
建設業から農業に参入～ 

伊奈町の ＮＫファーム 

 
埼玉県伊奈町で、建設業から農業に参入し、施設（ハウス）でトマトを栽培する  

ＮＫファームをご紹介します。 

中原代表（中央）と従業員 
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